
 

技術の概要・実績等
技術の
分野

提案団体名： 日本ユニシス株式会社

○提案内容

（１）自社の保有するスマートシティの実現に資する技術と実績等
※スマートシティの実現に資する技術については、別紙２の（１）～（７）の技術分野への対応を記載ください

（A）データ利活用技術
ICT先進国エストニアの電子政府を支えるデータ交換基盤「X-ROAD」および個人認証基盤「eID」を活用し、スマート
シティに関わる公的機関や民間企業などが保有するデータを、“情報所有者の許諾に基づき”、業界の枠を超えて流
通させ、既存サービスの価値向上および新規サービスの創出を実現する。
◆X-ROAD
　・各機関や企業によって管理されている情報システムをインターネットを介してセキュアに相互接続する。
　・通信暗号化や電子署名付与はX=ROADモジュールで実装し、接続する情報システム側への実装は最小とする。
　・住民は自身の情報に関して、誰が、何を、いつ見たか確認できる。
◆eID
　・住民がX-ROAD上で稼働する公共や民間のサービスを利用するための認証および個人情報のアクセス
　　コントロールを実現する。
エストニアではX-ROADを使って行政サービスの99%を電子化しており、24時間365日オンラインで利用できる。これ
により、住民へのサービスレベルを向上させるとともに、毎年800年相当の労働時間を節約しており、今やこの仕組
みなくして生活や社会の実現は不可能である。
日本での実現方法として、PlanetwayCorporationというスタートアップ企業がX-ROADおよびeIDの日本向けサービス
の構築を進めている。日本ユニシスはこの仕組みを活用し、官民連携をふまえ、自律分散型のデータ利活用を前提
とした社会課題の解決および新しい価値の創造を推進する。

（B）ファシリティマネジメント技術
ARCHIBUSソリューションによる3次元データを活用した公共ファシリティ(*1)の管理と運営の効率化を実現する。
・建造物の地図表示、BIMによる建造物の可視化と家具／什器場所とのリンク
　　- 建造物の地図表示
　　- CAD/BIM統合によるファシリティの可視化（家具／什器場所をBIMとリンク）
・全体最適化されたファシリティ・マネジメント
　　- 床面積／部屋のサイズと利用人数によるスペース管理と移動支援
　　- 予防保全・施設維持管理、日々の修繕業務管理
　　- 環境・健康・安全管理（水道光熱量と費用のトラッキングなど）
　　- 施設予約
　　- 不動産プロパティ・リース管理
　　- 家具・什器管理、IT資産管理
　　   など
(*1)土地や建造物という「施設」と人が働き利用する執務環境や都市・地方・国・地球環境を含めた「環境」
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（２）（１）の技術を用いて解決する都市・地域の課題のイメージ
※課題については、別紙２の（ア）～（シ）の課題分野への対応を記載ください

解決する課題のイメージ
課題の
分類

（A）データ利活用技術
・共働き世帯や単身世帯に対する子育て支援
　（例）保育園や病院から病児保育、病後児保育などへ子どもの情報をスムーズに連携する。
・健康診断の検診率向上
　（例）病院、スポーツ施設、住民向け健康アプリと自治体が連携し、住民の健康状態を把握して健康診断の適切な
　　　　受診を促す。
・個人情報、プライバシーの保護
　（例）公的機関や民間企業が所有する個人情報を、個人により管理可能とする。
・労働人口の減少による人手不足の解消
　（例）インターネット上で登記や納税手続き等の行政サービスを提供することにより、労働時間を節約する。
・移動手段を持たない高齢者の支援
　（例）自宅からインターネット上での行政手続きや常用薬の処方箋受領が可能になる。
・環境保護への貢献
　（例）紙面による手続きを削減しインターネット上でサービス提供することにより、資源の有効利用が可能になる。
　（例）インターネット上でサービス提供することにより、あらゆる手続きが自宅で行えるため、移動が不要になり、
　　　　排気ガスの排出量を減らすことが可能になる。

（B）ファシリティマネジメント技術
全体最適化されたファシリティ・マネジメント
・公共施設における無駄なエネルギー消費の削減
　（例）各ファシリティにおける水道光熱消費量と費用、CO2排出量をトラッキングし、ビル管理システムとの連携を
　　　　行いながら省エネルギー化する。
・公共施設におけるスペースの最適化、および修繕業務による作業の効率化
　（例）役所／出張所（支所）に対する床面積／部屋のサイズと利用人数により利用率の最適化を行う。
　　　　修繕作業の予実を管理し、また、修繕箇所の可視化（BIM連携）することにより、修繕作業を効率化する。
・一元化された公共共用施設（住民への開放施設）予約による住民サービスの向上とスペース運用管理
　（例）住民は、様々な場所に点在する共用施設（会議室など）の空き状況の把握と予約を簡易に行うことができる。
　　　　上記予約データを基に共用施設に対する床面積／部屋のサイズを最適化する。
・長期修繕計画によるインフラのライフサイクルコストの最小化
　（例）インフラの長期修繕計画を立案、適切な時期に必要な修繕・改修を行うことにより長寿命化を図る。
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（３）その他

スマートタウン戦略本部
事業開発部　企画グループ

上野 富美子 050-3132-5727 fumiko.ueno@unisys.co.jp

（A）データ利活用技術
・同技術を日本向けにサービス構築しているデータ交換基盤「PlanetCross」については「補足資料A-1」をご参照のこと。
・同技術により実現されているエストニアの電子政府サービスについては「補足資料A-2」をご参照のこと。
・課題解決に際しては、（A）の技術を活用の上、それぞれサービスアプリケーションの構築が必要となります。
・課題解決に際しては、法的な制約をクリアする必要があるものが含まれます。

（B）ファシリティマネジメント技術
・ファシリティマネジメントの必要性とARCHIBUSソリューションのご紹介については「補足資料B」ご参照のこと。

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

部局名 担当者 連絡先（電話） 連絡先（メール）
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